洗礼
キリスト教会の教義だけでなく、聖書の教義
洗礼は新約聖書において最も頻繁に言及され、実践されている信仰の行為の一つです。それにもかかわらず、今なお多くの人々は、洗礼を聖書に不可欠なものではなく、キリストの教会の特徴的な教えだと考えています。その認識は正確ではありません。洗礼を重視するのは、回復運動の教会の伝統によるものではなく、聖書そのものの明確な教えと一貫した模範によるものです。
最初期の福音の説教から、バプテスマはクリスチャンになることの中心として示されています。ペンテコステの日、罪を自覚した人々に対するペテロの答えは、「悔い改めなさい。そして、あなたがた一人ひとりが、罪の赦しを受けるために、イエス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい」(使徒の働き 2:38)でした。これは象徴的な儀式でも、教会が後から付け加えたものでもありませんでした――霊感を受けた使徒の働きによって宣べ伝えられた福音に対する応答だったのです。
パウロも同じ理解を示しています。彼は、私たちがキリストの死にあずかるバプテスマを受け、新しいいのちに歩むために引き上げられると教えています（ローマ人への手紙 6:3-4）。また、バプテスマにおいて私たちは「キリストを着る」のです（ガラテヤ人への手紙 3:27）。聖書において、バプテスマは信仰が従順で個人的なものとなり、変革をもたらす瞬間です。
使徒の働き全体を通して、誰かがキリストを信じると、直ちにバプテスマを受けます。エチオピア人の宦官は、特別な儀式を待ちません（使徒の働き 8:36-38）。ルデヤとその家族は、すぐに従います（使徒の働き 16:14-15）。ピリピの看守も同じ夜に応答します（使徒の働き 16:30-33）。このパターンは明白です。
キリストの教会のような回復主義の教会は、聖書が洗礼を強調しているため、洗礼を強く重視します。私たちの目標は教理を創作することではなく、初代の新約聖書のキリスト教を回復することです。それは、使徒の働きたちが教えたことを、それ以上でもそれ以下でもなく、教え、実践することを意味します。
福音をその完全な形で信じ、従うことには、バプテスマも含まれます。それはキリストの教会が考案したものではなく、聖書の命令であり、イエスによって模範が示され、主の使徒の働きたちによって宣べ伝えられ、初期の弟子たちによって実践されました。
